記述式問題Ⅰ
Ⅰ－1　
　化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）に関する以下の問いに答えよ。
（１）化審法の目的と主な規制対象について説明しなさい。
（２）化審法が制定された背景と、その制定によってもたらされた主な影響について述べなさい。


Ⅰ－２　　厚生労働省の「化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技術上の指針」に関して以下の問いに答えよ。
（１）濃度基準値とは何か知るところを述べよ。
（２）濃度基準値設定物質を指針に従い調査し、数理モデルによる解析の結果、労働者の呼吸域における物質の濃度が８時間のばく露に対する濃度基準値の２分の１程度を超えると評価された場合、事業者の実施すべきことを述べよ。


Ⅰ－３　　消防法に関する以下の問いに答えよ。
（１）消防法の歴史と重要な改正点について説明しなさい。特に、大きな火災事件がどのように消防法の改正に影響を与えたかについて具体例を挙げて述べなさい。
（２）消防法とGHSの危険物判定基準の違いについて、具体的な例を挙げて説明しなさい。それぞれの試験方法や判定基準の違いがどのように影響するかを述べなさい。


Ⅰ－４　　化学物質の各種物性の情報収集に関する以下の問いに答えよ。
（１）JIS T 8116 では、有害な化学物質に対する化学防護手袋の防護性能である耐透過性と耐浸透性が規定されている。化学防護手袋の耐透過性と耐浸透性について知るところを述べよ。
（２）事業場において化学防護手袋を選定する際、材料ごとの耐透過性データを収集しなければならない。このような場面で業務を遂行するにはどうしたらよいか、あなたの考えを述べよ。


Ⅰ―５　地球環境の汚染や変化から「地球の三重苦」といわれている課題を三つ上げ、それぞれに最も関連する世界的取組としての条約またはアジェンダか世界首脳会議名を取り上げ説明しなさい。

